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研究成果の概要（和文）：本研究においては、培養表皮作成過程を通して、進展刺激による表皮角化細胞の速や
かなspreadingが得られ、その結果、より早期の培養表皮シート作成が達成される可能性が示唆された。
一方、培養表皮シートの組織像ではコントロール群との間に、明らかな構造的差異は見いだせず、伸展刺激が最
終的に組織像、および最終目標である生体への移植成績に影響を及ぼすかについては明らかにすることができな
かった。
動物実験においては、両群の差より移植手技による部分が大きいと考えられるため、手技を改良し全体の生着率
を向上させることで、進展刺激付加した表皮培養シートの優位性を明らかにしたいと考えている。

研究成果の概要（英文）：In this study, rapid spreading of epidermal keratinocytes by progressive 
stimulation was obtained through cultivating epidermal making process, and as a result, it was 
suggested that the earlier production of cultured epidermal sheet could be achieved.
On the other hand, in the histological image of the cultured epidermal sheet, no obvious structural 
difference was found with the control group, and it can not be clarified whether the stretch 
stimulation affects the histology of the tissue and the transplantation result to the living body.

研究分野： 形成外科学
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１．
 
一般的に熱傷範囲が広く

おいては、速やかな損傷組織の除去と分層植
皮を主体とした自家皮膚移植によ
行われる。しかし、熱傷が広範囲となると
覆を必要とする面積が増大するのに対し、逆
比例して恵皮部位は減少するため、
向上のためには十分な
ことが
これに対し

としたヒト表皮細胞の培養手法
重症熱傷患者に対する自家培養表皮移植治
療を1981 
この自家培養表皮シートが「
て製品化され、臨床使用されて
もようやく
「ジェイス
保険収載
速することが期待された。
しかし、現状では

週間を要することから、
たず救命のため
行われ
は非常に脆弱であり、全層皮膚欠損層に対す
る単独での使用は困難で、原則として同種も
しくは自家皮膚移植と併用する必要がある
この、作成期間と脆弱性が培養表皮治療の現
在の課題といえる。
我々は、ヒト

激を加える事で表皮の重層化、角化が促進さ
れ、基底層の構造が改善する
めて報告した
技術を応用することで、
より迅速に、より強固な培養表皮が作成可能
となるのではないかと考えるに至った。

 
〈参考文献〉
1) Green H, et al., (1975) 
2) O’connor NE, et al., (1981) 
3) Tokuyama E, et a
journal.pone.0141989
 
２．
伸展

高い培
的とした。
そのため、

加えて、その影響を解析し、また
より、生着率を評価する

 
３．
まず基本的な実験手技を示す。

(1)～
胞播種および培養条件や
更し実験を行った。
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